
記者会見資料                              平成２９年１２月２８日 

 

京 都 市 文 化 市 民 局                               

（担当：市民スポーツ振興室 TEL366-0314） 

  京 都 マ ラ ソ ン 実 行 委 員 会 

                      

応応援援大大使使・・山山中中伸伸弥弥所所長長ののペペアア駅駅伝伝出出走走記記者者会会見見とと  

～～リリササイイククルル金金メメダダルル及及びび大大会会告告知知広広告告ををおお披披露露目目ししまますす！！～～ 
 

 「京都マラソン２０１８」の応援大使，京都大学 iPS細胞研究所山中 伸弥所長がこの度，

リオデジャネイロパラリンピックのマラソン銀メダリスト 道下 美里選手とともに，ペア

駅伝に初出走されます。 

そこで，御本人から，出走に向けた抱負をお話しいただくとともに，道下選手を紹介す

るため，記者会見を開催します。  

 併せて，昨年から制作を行ってきたリサイクル金メダルと，京都市役所本庁舎前仮囲い

に設置する大会告知広告をお披露目します。 

記 

 

１ 「京都マラソン２０１８」ペア駅伝の部に，山中氏・道下選手が出走 

⑴山中 伸弥氏について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

これまでの出場記録等（就任は２０１２大会～） 

２０１２大会 ４時間０３分１９秒 

２０１５大会 ３時間５７分３１秒 

２０１６大会 ３時間４４分４２秒 

２０１７大会 ３時間２７分４５秒   

２０１８大会 自身初となるペア駅伝（２区）に出走 

リオ・パラ銀メダリスト道下
みちした

美里
み さ と

選手と

ともに，ペア駅伝初出走！ 

 

（プロフィール） 

1962年生まれ。1987年に神戸大学医学部を卒業。国立大阪病院臨床研修

医を経て、大阪市立大学院医学研究科を修了。米国グラッドストーン研

究所、奈良先端科学技術大学院大学などで研究を続け、2006年に世界で

初めてマウス iPS細胞作製成功を発表。続いて 2007年にヒト iPS細胞作

製成功を発表した。2010年 4月に京都大学 iPS細胞研究所長に就任し、

2012 年 12月ノーベル生理学・医学賞を受賞した。2010 年京都市市民栄

誉賞、2013年京都市名誉市民。京都マラソンには過去４回出場し、完走

を目標に iPS細胞研究のための寄付を募った。 

サブ 3.5達成！ 

 



 

⑵道下 美里選手について 
・1977年 1月 19日生 山口県下関市出身。 
現在，三井住友海上火災保険(株)所属。 

・2004年盲学校在籍中に陸上競技と出会い，2008年から 
 フルマラソンに挑戦する。 
・144ｃｍと小柄だが，「あきらめない心」，「挑戦する心」 
 で，次々と各地の大会へ出場。 
・2016年に出場したリオデジャネイロパラリンピック 
 視覚障がい者女子マラソンで見事銀メダルを獲得した。 
・山中所長とはマラソンを通じて知り合う。 
【主な戦績】 
 2015 IPCマラソン世界選手権ロンドン 銅メダル 
 2016 別府大分毎日マラソン 優勝 
 2016 リオデジャネイロパラリンピック 銀メダル 
 2017 ロンドンマラソン兼 2017World Para Athleticsマラソンワールドカップ 優勝 

 2017 防府読売マラソン（女子 IPC登録の部）優勝（世界新記録：2時間 56分 14秒） 

 ※従来の記録は，エレーナ・パウトワ選手（ロシア）が 2015年にマークした 

2時間 58分 23秒。 

 

２ リサイクル金メダルについて 

２０１８大会の優勝者に贈られる金メダルは，昨年来，市民の皆様が排出された使用

済小型家電を回収し，抽出した「金」を再資源化して制作したものです。京都マラソン

のメインコンセプトである「DO YOU KYOTO?マラソン」の取組の一環で，環境政策局ごみ

減量推進課，京都市産業技術研究所との連携の下，１２月２８日現在，試作品が完成し

ましたので，初披露します。 

  

３ 大会開催に向けていよいよ本格化する各種広報 

２箇月を切った大会の開催を前に，開催を広く周知するとともに，当日のノーマイカ

ーデーへの御協力を呼び掛けるため，ポスターを下記デザインで作成しました。 

 

 

＜特徴＞ 

○広告であふれるまちなかでも，視覚的に印象付け

られるよう，開催日と大会ロゴを大きく印字 

○ランナー募集ポスターで登場した男性ランナーを

登場させることで，ストーリー性を持たせ，ボランティ

アや沿道盛り上げ隊といった新たなキャラクターの登

場で，京都マラソンの趣旨の中でも「走る人，応援す

る人，支える人，みんなが主役」感を演出 

○第７回大会を象徴する「七宝柄」を背景にあしらう

ことで，完走メダル等，他の啓発物品との統一感を持

たせつつ，京都らしさを表現 

 



また，京都市役所本庁舎前仮囲い壁面にも，当該デザインを使用した広告を設置しま

す。会見当日に設置することから，完成までの最終工程を，門川市長と山中所長にお願

いする予定です。※雨天の場合は中止。 

○ （完成イメージ） 縦 2.4ｍ×横 10ｍ 

 
 

（参考） 応援大使（１４名）について 

名前 就任 備考 

ペア２区出走 

山中 伸弥さん 

2012大会～ 

京都大学 iPS細胞研究所所長 

＜ペア 1区：道下美里さん＞ 

森脇 健児さん タレント 

千葉 真子さん スポーツコメンテーター 

ペア２区出走 

島袋 勉さん 

両足義足のランナー 

＜ペア 1区：一般ランナー＞ 

朝原 宣治さん 大阪ガス陸上競技部副部長 

奥野 史子さん スポーツコメンテーター 

谷口 キヨコさん DJ/タレント 

マラソン出走 

原 邦夫さん 

2013大会～ 

JCHO京都鞍馬口医療センター 

スポーツ整形外科センター長 

ペア１区出走 

早狩 実紀さん 

陸上競技選手 

＜ペア２区：山田幸代さん＞ 

本田 望結さん 女優/フィギュアスケーター 

ペア２区出走 

桧山 進次郎さん 
2014大会～ 元阪神タイガース/野球スポーツコメンテーター 

＜ペア 1区：一般ランナー＞ 

ペア２区出走 

山田 幸代さん 
2015大会～ プロ・ラクロス選手 

＜ペア１区：早狩実紀さん＞ 

伊藤 舞さん 2016大会～ 大塚製薬陸上競技部 

青木 愛さん 2017大会～ 元シンクロナイズドスイミング日本代表 

 


